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NO.92

スカイツリー（写真撮影：生方武羅夫さん）

・総会案内   ❶

・総会議案   ❷～❹

　2010年度経過報告／同

決算報告／同会計監査

報告／2011年度方針案

／同予算案

・東日本大震災「相馬レ

ポート」  ❺

・「会員紹介」佐藤安弘

さん／楽しい料理教室

 　　　　　   ❻

・趣味の会　こだま会ス

キー／鎌倉山周辺の新

緑を訪ねる／予告   ❼

・こだま俳壇・吟行  ❽

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

なかまと楽しく
いきいき人生

「
小
江
戸
か
ら
21
世
紀
へ
」
と
題
し
た
こ
だ
ま
会
・
春
の
小
旅
行
を
４
月
13
日
、
楽
し
ん
だ
。
浜
松
町
駅
に

隣
接
し
た
「
芝
離
宮
」
と
「
浜
離
宮
」
は
、
大
都
会
の
喧
騒
の
な
か
に
ぽ
っ
か
り
と
異
空
間
が
残
さ
れ
て
い

る
貴
重
な
庭
園
。「
浜
離
宮
」
か
ら
水
上
バ
ス
で
隅
田
川
へ
。
水
上
バ
ス
の
屋
根
す
れ
す
れ
に
く
ぐ
っ
て
い

く
橋
々
は
、「
勝
鬨
橋
」「
永
代
橋
」「
清
洲
橋
」「
厩
橋
」「
駒
形
橋
」
…
と
、
歴
史
遺
産
と
し
て
優
れ
、
景

観
も
素
晴
ら
し
い
。
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
眼
前
に
現
れ
た
。 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

小
江
戸
か
ら
21
世
紀
へ

神奈川県
職 労 連 退職者こだま会第27回定期総会のご案内

　みなさん、いかがお過ごしですか。
　毎年、たくさんの会員が総会に集います。この１年をふりか
えり、新しい運動方針をみんなで作っていきましょう。総会終
了後、16時から神奈川自治会館２階の『ラウンジはま風』で懇
親会を開きます。軽食をとりながら交流を深め、楽しいひとと
きをすごしましょう。なお、総会の会場は「横浜市開港記念会館」
（県庁前）ですので、お間違いのないようにしてください。

とき  ６月22日（水）
13時30分開会

ところ  横浜市開港記念会館・２階６号室（県庁前）
（会場が神奈川自治会館から変わりましたのでお間違いなく）
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神
奈
川

県
職
労
連

退
職
者
こ
だ
ま
会
第
27
回
定
期
総
会
議
案

２
０
１
０
年
度
経
過
報
告

Ⅰ
　
は
じ
め
に

　
国
民
の
期
待
を
一
定
担
っ
て
誕
生
し
た

鳩
山
民
主
党
政
権
は
、
普
天
間
基
地
の
辺

野
古
移
設
問
題
等
で
混
迷
を
深
め
総
辞

職
。
政
権
は
昨
年
６
月
、
菅
内
閣
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
菅
政
権
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
当
面
存
続
を
始
め
、
普
天
間
基

地
の
辺
野
古
移
設
強
行
政
策
、
消
費
税
の

大
増
税
な
ど
を
進
め
、
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
大
敗
し
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
勢
力

が
ね
じ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
、「
政
治
と
カ
ネ
」
や

相
次
ぐ
選
挙
違
反
に
よ
る
議
員
辞
職
、
衆

院
比
例
選
出
議
員
16
人
の
会
派
離
脱
、
閣

僚
の
辞
任
、
議
員
の
離
党
、
外
務
大
臣
と

総
理
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
な
ど
が
続

き
、
国
民
の
政
治
不
信
は
一
挙
に
広
が
り

ま
し
た
。

　
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
宮
城
県
女

川
町
沖
で
Ｍ
９
・
０
の
大
地
震
が
発
生
。

激
震
と
大
津
波
に
よ
る
福
島
原
発
の
事
故

な
ど
で
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
、
死
者
1

4
、
９
４
９
人
、
行
方
不
明
者
９
、
８
８

０
人
（
警
察
庁
ま
と
め
５
月
10
日
現
在
）

の
東
日
本
大
震
災
と
な
り
ま
し
た
。
災
害

地
以
遠
の
地
域
に
も
計
画
停
電
や
放
射
能

汚
染
な
ど
、
国
民
生
活
に
大
き
な
被
害
を

残
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
に
心
か

ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
10
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
県
知

事
選
挙
で
は
、
自
・
民
・
公
相
乗
り
の
黒

岩
祐
治
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。「
脱
原
発
」

は
示
し
た
も
の
の
、
県
政
運
営
の
基
本
政

策
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ⅱ
　 
主
な
事
業
と
会
員
参
加
の
趣
味
活
動

　
昨
年
６
月
、『
つ
た
え
た
い
想
い
―
神

奈
川
県
職
員
の
戦
中
体
験
を
若
い
世
代

へ
』
を
５
０
０
部
発
行
し
ま
し
た
。
執
筆

者
や
会
員
の
普
及
活
動
、
平
和
学
習
会
で

の
普
及
、
新
聞
報
道
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
完

売
し
ま
し
た
。
読
ま
れ
た
方
か
ら
多
数
賞

賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
19
日
に
は
相
模
原
で
「
高
齢

期
の
健
康
な
す
ご
し
方
―〝
加
齢
〞は〝
華

麗
〞
に
」
を
テ
ー
マ
に
「
健
康
講
座
」
を

開
き
ま
し
た
。

　
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
の
「
手
づ

く
り
文
化
祭
」
は
11
月
３
日
に
横
浜
市
従

会
館
で
開
か
れ
、
こ
だ
ま
会
か
ら
は
演
芸

や
踊
り
、
俳
句
、
絵
画
、
ビ
ー
ズ
手
芸
、

絵
手
紙
、
写
真
な
ど
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
趣
味
や
特
技
を
い
か
し
た
楽
し

く
交
流
を
深
め
る
活
動
は
、
俳
句
の
会
や

囲
碁
同
好
会
、
歴
史
教
室
な
ど
が
定
着
し

て
い
ま
す
。

○ 

歴
史
教
室
（
講
義
：
６
月
、
11
月
、
散

策
：
９
月
）

○
楽
し
い
俳
句
教
室（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

○
囲
碁
同
好
会
（
毎
月
第
１
日
曜
日
）

○
ス
キ
ー
旅
行
（
２
月
、蔵
王
２
泊
３
日
）

○
農
業
体
験
・
援
農
を
楽
し
む
会
（
10
月
）

○ 

食
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理
（
７

月
、
11
月
）

○
楽
し
い
料
理
教
室
（
３
月
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
、
小
旅
行
（
６
月
）

　
な
ど
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
の
会
の
世
話
人
の
皆
さ
ん
の
と
り

く
み
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、

お
世
話
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
　
会
員
の
加
入
状
況
と
会
の
運
営

１
、
会
員
を
増
や
す
と
り
く
み

　
会
員
総
数
は
２
０
１
１
年
３
月
末
現
在

１
、
３
５
２
人
。
今
年
度
の
加
入
者
は
29

人
（
前
年
度
は
44
人
）。
加
入
の
働
き
か

け
は
、
県
の
退
職
者
説
明
会
５
回
（
１
月

中
旬
〜
２
月
中
旬
）
と
県
職
労
各
支
部
の

「
退
職
者
慰
労
の
集
い
」
で
実
施
。
ま
た
、

火
災
共
済
の
更
新
手
続
き
の
際
、
加
入
資

料
を
同
封
し
て
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２
、
会
の
運
営

　
毎
週
火
曜
日
を
軸
と
し
た
事
務
作
業

と
、
定
例
４
役
事
務
局
会
議
、
幹
事
会
を

開
催
し
て
進
め
ま
し
た
。

３ 

、『
こ
だ
ま
会
報
』
の
発
行
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実

　
会
員
を
つ
な
ぐ
『
こ
だ
ま
会
報
』
は
、

年
金
、
医
療
、
介
護
、
増
税
問
題
な
ど
の

情
報
を
は
じ
め
趣
味
活
動
や
高
齢
期
運
動

の
と
り
く
み
な
ど
を
企
画
し
、
計
画
ど
お

り
年
４
回
発
行
し
ま
し
た
。
集
団
編
集
を

基
本
に
、
会
員
が
多
く
登
場
す
る
会
報
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

　
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、発
行
し
た『
会

報
』
の
ア
ッ
プ
や
各
種
行
事
の
案
内
な
ど

を
掲
載
し
ま
し
た
。
会
員
か
ら
の
季
節
の

便
り
や
写
真
、
地
域
の
話
題
、
暮
ら
し
の

情
報
な
ど
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

４
、
高
齢
期
運
動
へ
の
参
加
と
共
同
の
と

り
く
み

　
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
第
13
回

定
期
総
会
が
８
月
21
日
広
島
で
開
か
れ
、

「
熱
中
症
」
や
「
消
え
た
高
齢
者
」
問
題
、

団
塊
の
世
代
が
数
年
後
後
期
高
齢
者
に
加

わ
り
毎
年
10
万
人
単
位
で
増
え
、
医
療
、

介
護
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
問
題
が
焦
点

に
な
る
な
ど
、活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　「
第
24
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
水
戸
」

（
９
月
13
日
〜
14
日
）
に
代
表
２
人
、
第

６
回「
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い
」

（
11
月
17
日
・
川
崎
産
業
振
興
会
館
）
に

代
表
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」
の
運
動

は
５
年
を
超
え
、
会
員
の
地
元
で
は
、
地

域
の
「
九
条
の
会
」
の
立
ち
上
げ
や
世
話

〈
第
１
号
議
案
〉
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役
、
事
務
局
な
ど
で
多
く
の
会
員
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
に
は
前

年
同
様
１
人
を
、
神
奈
川
自
治
労
連
退
職

者
会
に
は
５
人
を
役
員
と
し
て
送
り
、
総

会
を
は
じ
め
年
間
の
活
動
に
協
力
、
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会

は
毎
年
３
月
、
厚
生
労
働
省
と
年
金
、
介

護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
制
度
な
ど
の
要

求
を
提
出
し
交
渉
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
度
活
動
方
針（
案
）

〈
第
２
号
議
案
〉

Ⅰ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

１
、
国
民
の
く
ら
し
は

　
２
０
０
９
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

よ
る
と
、
高
齢
者
世
帯
は
全
世
帯
の
20
％

と
増
加
し
、
年
間
所
得
は
平
均
２
９
７
万

円
と
毎
年
下
が
っ
て
い
ま
す
。
半
数
以
上

の
高
齢
者
世
帯
が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と

回
答
し
、
貧
困
で
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

も
年
々
増
え
続
け
、
高
齢
者
の
平
均
国
民

年
金
受
給
額
は
月
額
５
万
３
千
円
（
２
０

１
０
年
）、
生
活
の
厳
し
さ
を
痛
感
す
る

世
帯
の
割
合
は
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
09
年
度
の
収
納
率
が

８
割
台
に
低
下
し
て
い
る
な
か
で
、
厚
労

省
は
滞
納
者
へ
の
強
引
な
と
り
た
て
や
差

し
押
さ
え
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
は
１

年
間
先
延
ば
し
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
従
来

の
姥
捨
山
の
考
え
と
変
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。介
護
保
険
制
度
は
、「
要
支
援
」

者
を
介
護
保
険
外
に
し
、
給
付
対
象
を
減

ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
）
へ
の
参
加
問
題
で
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
関
税
撤
廃
だ
け
で
な
く
、医
療
、

公
共
事
業
、
保
険
、
労
働
力
ま
で
自
由
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
社
会
・
文
化
の
あ
り
方
ま
で

影
響
す
る
大
問
題
で
す
。

２
、
災
害
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
を

　
今
年
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
「
東
日
本

大
震
災
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
暮
ら
し

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
に
加
え
、
大
津
波
に
よ
る
被
害
、

「
安
全
神
話
」
の
も
と
で
推
進
さ
れ
て
き

た
原
子
力
発
電
の
危
険
性
が
現
実
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
福
島
原
発
の
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
は
深
刻
さ
を
増
し
、
被
災

者
は
二
重
三
重
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
地
震
は
防
げ
な
く
て
も
、
政
治
の

力
で
、
地
震
に
よ
る
災
害
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
と

り
く
み
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３
、
住
民
の
く
ら
し
を
守
る
県
政
を

　
神
奈
川
県
政
は
、
財
政
危
機
の
名
の
も

と
に
職
員
削
減
を
進
め
、
知
事
部
局
は
２

０
０
３
年
度
か
ら
２
０
１
０
年
度
に
か
け

て
４
，
０
０
９
人
も
削
減
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
正
規
職
員
を
非
正
規
職
員
に
置
き

換
え
る
な
ど
、
職
場
に
労
働
強
化
と
ス
ト

レ
ス
の
拡
大
、
仕
事
の
質
の
低
下
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、出
先
機
関
の
再
編
・
組
織
統
合
、

会計監査報告
2011年４月19日

神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　生方武羅夫　殿

　2011年４月19日、こだま会事務室に
おいて2010年度一般会計及び2010年度
積立金会計について、それぞれの会計
帳簿、支出証拠書類、預金通帳等の監
査を実施したところ、適正に執行され
ていることを認めます。

会計監査　木村武子　㊞
会計監査　辻村　博　㊞

会計監査報告

2010年度（平成22年度）一般会計収支決算書
（2010年４月１日～2011年３月31日）

収　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

年 会 費 240,500 277,500 3000×90口＋4000×１口＋3500×１
終 身 会 費 875,000 550,000 25,000×22
県職労連交付金 685,000 685,000
共済助成費 1,150,000 1,228,887

雑 収 入 195,724 408,700
『つたえたい想い』

209,400
個人負担等199,300

積立金繰入金 550,000 552,599
寄 付 金 0 6,000
前年度繰越金 1,028,776 1,028,776
合 計 4,725,000 4,737,462

支　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要

事 務 局 費 850,000 529,190
行 動 費 350,000 177,480

広 報 費 1,250,000 1,129,920『つたえたい想い』299,250
総 会 費 450,000 349,006
会 議 費 450,000 342,800
通 信 費 250,000 274,330
弔 慰 金 100,000 70,000 5000×14

負 担 金 50,000 50,000 神奈川自治労連退職者会
積立金繰出金 875,000 875,000
予 備 費 100,000 0
次年度繰越金 939,736
合 計 4,725,000 4,737,462

2010年度（平成22年度）積立金会計収支決算書
（2010年４月１日～2011年３月31日）

支   出
項 目 予算額 決算額 摘　要

本年度支出 550,000 552,599
次年度繰越金 15,790,000 15,789,432
合 計 16,340,000 16,342,031

収   入
項 目 予算額 決算額 摘　要

前年度繰越金 15,448,000 15,448,000
本年度収入 892,000 894,031

内訳 積立金 (875,000) (875,000)
終身会費及び
一般会計より
繰入分

利 息 (17,000) (19,031)
合  計 16,340,000 16,342.031

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）
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独
立
行
政
法
人
化
、
民
間
委
託
化
、
市
町

へ
の
権
限
移
譲
な
ど
で
、
県
民
生
活
を
支

え
る
県
政
の
役
割
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
進
ん
で
い
ま
す
。
出
先
機
関
の
一
連

の
再
編
は
、
県
の
役
割
の
縮
小
に
他
な
ら

ず
、
道
州
制
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
知
事
の
政
策
を
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
時
に
み
ら
れ
た
よ
う

に
、
被
災
地
域
で
の
自
治
体
労
働
者
の
果

た
す
役
割
は
大
き
く
、
大
災
害
か
ら
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
自
治
体
職
員

を
充
実
さ
せ
る
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

４
、
こ
れ
か
ら
の
方
向

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
や
高
齢

者
の
医
療
費
無
料
化
を
め
ざ
す
運
動
が
、

各
地
で
進
ん
で
い
ま
す
。「
医
療
費
ゼ
ロ
」

の
運
動
、
高
齢
者
の
生
活
と
く
ら
し
を
守

る
高
齢
期
運
動
、
市
町
村
で
国
民
健
康
保

険
の
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
さ
せ
た
運
動

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公
契
約
条
例
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
な
ど
、
様
々
な
地
域
要

求
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
者
の
支
援
、

放
射
能
汚
染
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
も
と

り
く
み
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
全
国
の
退
職
者
組
織
と
連
携
し
た
運

動
で
、
力
を
合
わ
せ
て
安
心
し
て
く
ら
せ

る
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
と

り
く
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
　
活
動
の
目
標

１ 

、
永
年
、
県
政
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と

知
識
を
発
揮
し
て
き
た
人
た
ち
が
「
こ

だ
ま
会
」
運
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
趣

味
を
生
か
し
た
文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
が
と
り
く
ま
れ
て

い
ま
す
。
会
員
の
仲
間
づ
く
り
や
交
流

の
場
を
さ
ら
に
多
く
設
け
、
旺
盛
で
楽

し
い
実
り
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

２ 

、
高
齢
者
の
安
心
し
た
生
活
や
く
ら
し

の
た
め
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
制
度

の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。「
神
奈
川
県

職
員
九
条
の
会
」
と
連
携
し
、
憲
法
９

条
擁
護
の
運
動
を
す
す
め
ま
す
。ま
た
、

「
財
政
危
機
と
福
祉
政
策
」
に
名
を
借

り
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
は
反
対

し
ま
す
。

３ 
、
有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
・
自
動
車

共
済
・
が
ん
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生
事

業
や
、
法
律
・
年
金
・
税
金
・
介
護
保

険
・
成
年
後
見
制
度
・
住
宅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
身
近
な
問
題
で
の
相
談

活
動
や
専
門
家
の
紹
介
活
動
を
充
実
し

ま
す
。

４ 

、
神
奈
川
県
職
労
連
と
の
協
力
、
連
携

を
強
め
る
と
と
も
に
、
全
国
自
治
体
退

職
者
連
絡
会
を
は
じ
め
、
県
内
の
民
主

団
体
と
協
力
し
て
、
生
活
と
く
ら
し
を

守
る
運
動
に
参
加
し
ま
す
。

　

Ⅲ
　
活
動
の
計
画

１
、
健
康
を
第
一
に

　
会
員
の
一
番
の
関
心
事
は
健
康
問
題
で

す
。
引
き
続
き
「
健
康
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
日
本
経
済
の
動
向
と
不
況
な

ど
の
経
済
講
座
、
時
事
講
座
、
歴
史
講
座

な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

２
、
楽
し
い
集
い
の
計
画

　
み
ん
な
で
楽
し
め
る
集
い
、
お
花
見
会

や
み
か
ん
狩
り
な
ど
を
計
画
を
し
ま
す
。

３
、
趣
味
の
会
の
活
動
を
旺
盛
に

　
特
技
や
趣
味
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
み
た
い
な
ど
の
自
主
活
動
を

援
助
し
、
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

４ 

、「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
神
奈
川
自
治

労
連
退
職
者
会
）
の
充
実

　
年
に
一
度
の
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者

会
が
計
画
す
る
「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
に

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
援
助

し
、
他
の
退
職
者
会
の
会
員
と
の
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

５ 

、『
こ
だ
ま
会
報
』
の
内
容
の
拡
充
　

年
４
回
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
る
『
こ

2011年度(平成23年度)一般会計収支予算書(案)
（2011年４月１日～2012年３月31日）

収　　入
項　目 予算額 摘　要

年 会 費 272,000 3,000×90口＋2000×１口
終 身 会 費 500,000 25,000×20
県職労連交付金 685,000
共 済 助 成 費 1,200,000
雑 収 入 183,264
積立金繰入金 550,000
寄 付 金 0
前年度繰越金 939,736
合 計 4,330,000

支　　出
項　目 予算額 摘　要

事 務 局 費 850,000
行 動 費 350,000
広 報 費 1,100,000
総 会 費 450,000
会 議 費 450,000
通 信 費 380,000
弔 慰 金 100,000 5000×20

負 担 金 50,000 神奈川自治労連退職者連絡会

積立金繰出金 500,000 積立金会計へ繰り出し
予 備 費 100,000
合 計 4,330,000

2011年度(平成23年度)積立金会計収支予算書(案)
（2011年４月１日～2012年３月31日）

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）（単位：円）
支　　出

項　目 予算額 摘　要
本年度支出 550,000 一般会計へ繰り出し
次年度繰越金 15,750,000
合 　 計 16,300,000

収　　入
項 目 予算額 摘　要

前年度繰越金 15,789,432
本 年 度 収 入 510,568

内 訳 積立金 500,000 一般会計から繰り入れ
利 息 (10,568)

合  計 16,300,000
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だ
ま
会
報
』
は
会
員
の
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
発
行
は
６
月
・
８
月
・
10
月
・

１
月
を
予
定
し
ま
す
。

６
、
定
例
の
事
務
局
活
動

　
事
務
局
は
、
平
日
の
毎
週
火
曜
日
（
10

時
〜
16
時
）
に
開
き
ま
す
。

〈
第
３
号
議
案
〉

　
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
（
当
日
配
布
）

■相馬市原釜地区

　高い煙突の相馬火力発言所が見えるところま
で、右に住宅群、左にきれいな田んぼが広がっ
ていた。右方 1000㍍の相馬港からきた海水は
１週間後も水たまりのままだった。

■相馬市尾浜海水浴場辺

　海水浴場に近いこの食堂は鉄筋だったので形
だけ残った。海水に洗われた道路は部分的に通
れる所もあった。

■相馬市細田地区

　写真前方の松川浦の西側から400㍍。我が家
から300㍍の地点。流れ着いたもので形がある
のは車と船だけ。

■相馬市新田地区

　大洲海岸から2500㍍地点。相馬で最も美しい
田園風景が一変した。海岸の防風林の木が根こ
そぎになって流れ着いている。

■相馬市尾浜　摂取院のお墓

た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
地
に
住
む
こ
だ
ま

会
の
会
員
は
６
人
。
事
務
局
で
は
す
ぐ
に

連
絡
を
と
り
、
皆
さ
ん
の
無
事
を
確
認
し

ま
し
た
。
福
島
県
相
馬
市
で
被
災
さ
れ
た

蜂
谷
吉
光
さ
ん
か
ら
の「
相
馬
レ
ポ
ー
ト
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

＊
　
　
＊

　
　
＊

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
中
に
ド
ド
ー
ン
と

　
３
月
11
日
、
14
時
45
分
頃
、
い
つ
も
の

よ
う
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
試
合
に
熱

が
入
っ
て
い
る
と
き
で
し
た
。

　「
ド
ド
ー
ン
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、

ガ
ラ
ガ
ラ
い
い
な
が
ら
何
か
が
落
ち
て
き

た
の
で
、声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、み
ん
な

い
っ
せ
い
に
駐
車
場
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　
揺
れ
が
激
し
く
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
く

な
り
、ま
わ
り
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
か
ま
り
、

フ
ェ
ン
ス
と
一
緒
に
長
い
間
、
ぐ
ら
ぐ
ら

と
揺
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
地
面
が
波
打
ち
、
駐
車
場
の
車
が
上
下

に
別
々
の
動
き
方
を
し
な
が
ら
、
大
き
く

揺
れ
て
、
い
つ
、
こ
っ
ち
へ
突
っ
込
ん
で

く
る
の
か
と
気
に
な
り
な
が
ら
、
ま
わ
り

の
建
物
の
揺
れ
方
に
気
を
と
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
屋
根
瓦
が
ば
ら
ば
ら
と
落
ち
て
い
る
。

壁
が
崩
れ
て
、
も
う
も
う
と
埃
を
あ
げ
て

い
る
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
地
震
に

出
会
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
３
㌔
海
側
の
我
が
家
に
帰

り
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
家
の
な
か
は
そ

の
ま
ま
に
、
停
電
と
断
水
の
な
い
の
を
確

か
め
て
、
ま
ず
テ
レ
ビ
を
入
れ
る
。
さ
ら

に
、
素
早
く
、
湯
ぶ
ね
と
飲
み
水
用
の
ポ

リ
タ
ン
ク
に
満
杯
の
水
を
貯
め
終
え
た
と

こ
ろ
で
断
水
。
こ
れ
が
、
こ
の
あ
と
給
水

車
が
来
る
ま
で
の
数
日
間
の
安
心
を
も
た

ら
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

●
破
壊
さ
れ
た
家
が
木
屑
と
な
り

　
波
に
お
そ
わ
れ
た
木
造
の
家
は
、
水
に

浮
か
び
、何
か
に
ぶ
つ
か
り
、破
壊
さ
れ
、

は
げ
し
い
波
に
押
さ
れ
て
木
屑
と
な
っ

て
、
す
ぐ
我
が
家
の
３
０
０
㍍
近
く
ま
で

た
ど
り
着
い
て
い
ま
す
。

　
震
源
が
近
い
せ
い
で
、
津
波
の
襲
来
も

早
く
、
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
ま
だ
に
行
方

不
明
で
、
か
ろ
う
じ
て
津
波
を
逃
れ
た
人

は
、
ひ
と
月
に
も
な
る
避
難
所
暮
ら
し
が

続
い
て
い
る
の
で
す
。

●
原
発
事
故
と
風
評
被
害
と

　
そ
し
て
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な

原
発
事
故
と
風
評
被
害
。
こ
れ
は
も
う
、

は
っ
き
り
人
災
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
原
発
の
災
害
現
場
で
、
命
を
か
け
て
が

ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か

ら
、
私
た
ち
も
逃
げ
出
さ
な
い
で
相
馬
に

い
ら
れ
る
の
で
す
。

　「
３
・
11
東
日

本
大
地
震
」
は
未

曾
有
の
被
害
を
も

波
打
つ
地
面
、
車
が
、
屋
根
瓦
が
…
、
そ
し
て
原
発
事
故

東日本大震災
相馬レポート
（蜂谷吉光）

　
津
波
の
先
端
が
墓
地
ま
で
来
た
。
津

波
の
強
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。（
い
ず
れ

の
写
真
も
２
０
１
１
年
３
月
18
日
撮
影
）
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会員
紹介

集
合
教
育
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
３
月
10

日
の
東
京
大
空
襲
を
体
験
、
横
浜
の
我
が

家
も
灰
燼
に
帰
す
。

終
戦
で
県
職
員
に

　
母
校
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
県
庁
に
就
職

研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に

な
る
。

戦
争
の
た
め

陸
軍
獣
医
官
へ

　
元
来
の
生
き
物
好
き

が
、
や
が
て
東
京
農
工
大

学
獣
医
学
部
（
当
時
は
東

京
高
農
）
へ
。
戦
時
中
は

陸
軍
獣
医
部
委
託
生
と

な
っ
て
、
三
軒
茶
屋
に

あ
っ
た
陸
軍
獣
医
学
校
で

熱
中
。
野
沢
屋
の
屋
上
と
、
三
ツ
沢
の
横

浜
ガ
ー
デ
ン
へ
足
を
運
び
、
品
評
会
の
常

連
出
品
者
。「
横
浜
熱
帯
魚
ア
マ
チ
ュ
ア

す
る
こ
と
に
な
る
。
以
来
、
牛
乳
検
査
、

飲
食
店
の
衛
生
検
査
な
ど
。
や
が
て
畜
産

課
地
方
事
務
所
を
経
て
、
畜
産
試
験
場
養

豚
科
長
、
さ
ら
に
人
工
受
精
所
、
産
肉
能

力
検
定
所
な
ど
の
所
長
を
兼
務
、
い
つ
の

ま
に
か
養
豚
指
導
の
プ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

早
す
ぎ
た
海
外
出
張

　
昭
和
39
年
（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
た
年
）
に
、
生
産
者
団
体
か
ら
県
知

事
へ
陳
情
が
あ
り
、「
養
豚
生
産
者
が
米

科
長
が
相
応
し
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。

　
畜
産
課
内
部
で
は
、
だ
い
ぶ
ご
た
ご
た

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
結
局
、
前
例
の
な

い
若
造
の
海
外
出
張
が
正
式
に
認
め
ら

れ
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
張
を
命
ず

る
」
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
て
い
た
「
万
国
博
覧
会
」
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
ア
イ
オ
ア
、
イ
リ
ノ
イ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
オ
ハ
イ
オ
な
ど
の
農
業

情
勢
も
見
聞
で
き
た
。
当
時
の
日
本
に
は

コ
ン
ビ
ニ
も
ス
ー
パ
ー
も
な
く
、
ア
メ
リ

カ
の
現
状
に
強
い
刺
激
を
受
け
た
。

全
農
で
養
豚
プ
ロ
を
発
揮

　
昭
和
56
年
７
月
、
３
年
越
し
の
要
請
に

応
え
、
県
を
退
職
し
て
全
農
東
京
支
所
へ

移
っ
た
。
仕
事
は
大
半
が
講
演
会
で
、
ほ

か
に
養
豚
団
地
の
造
成
設
計
や
汚
水
処
理

施
設
の
設
計
な
ど
の
相
談
。毎
週
出
張
し
、

週
に
２
カ
所
は
こ
な
し
た
。

　
こ
れ
が
間
断
な
く
続
き
、
東
京
支
所
管

内
の
関
東
以
北
に
止
ま
ら
ず
、
四
国
、
九

州
ま
で
広
が
り
、
結
局
、
全
国
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
よ
く
７

年
間
も
続
い
た
と
思
う
。
な
お
、
昭
和
58

年
か
ら
63
年
に
か
け
て
、
母
校
の
東
京
農

工
大
の
非
常
勤
講
師
も
引
き
受
け
て
い
る
。

一
人
暮
ら
し
も
３
年

　
妻
に
先
立
た
れ
て
か
ら
の
２
〜
３
年

は
、
掃
除
・
洗
濯
・
炊
事
に
も
苦
労
し
た

が
、
最
近
は
馴
れ
て
き
て
ゆ
と
り
も
生
ま

れ
、３
年
前
か
ら
合
唱
団
で
歌
っ
て
い
る
。

俳
句
は
昨
年
の
２
月
か
ら「
こ
だ
ま
句
会
」

に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

努
力
次
第
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
逗
子
は
、冬
暖
か
く
、

夏
は
涼
し
く
、
遠
く
に
波
の
音
が
か
す
か

に
聞
こ
え
る
程
度
で
、
高
齢
者
に
は
恵
ま

れ
た
環
境
と
い
え
る
．

　
い
ま
87
歳
だ
か
ら
、
あ
と
１
年
半
で
米

寿
に
な
る
。
先
月
、
長
年
乗
っ
て
き
た
愛

車
を
思
い
切
っ
て
廃
車
に
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
歩
く
こ
と
に
す
る
。

熱
帯
魚
好
き
な
少
年

　
青
木
小
学
校
か
ら

関
東
学
院
へ
。
勉
強

よ
り
熱
帯
魚
飼
育
に

国
の
養
豚
情
勢

を
視
察
し
に
行

く
の
で
、
県
職

員
も
同
行
し
て

も
ら
い
た
い
。

特
に
養
豚
試
験

場
の
佐
藤
養
豚

86歳からの挑戦
佐藤　安弘さん

八
十
路
な
お
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
に
年
明
け
る

還
暦
の
娘
を
祝
う
桃
の
花

亡
き
妻
と
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
春
の
夢

筍
を
茹
で
て
忙
し
老
一
人

秋
風
や
男
や
も
め
の
針
仕
事

佐
藤

　
安
弘

楽
し
い
料
理
教
室

菜
の
花
ち
ら
し
に
挑
戦

　
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
の
３
月
12
日
で

し
た
が
、
電
話
も
交
通
網
も
混
乱
し
て
い

る
な
か
で
、
い
ま
さ
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

き
な
い
と
、恒
例
の
「
楽
し
い
料
理
教
室
」

を
決
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
予
定
の
半

数
７
人
で
し
た
。

　
幸
い
会
場
（
南
太
田
婦
人
会
館
）
も
近

く
の
ス
ー
パ
ー
も
健
在
。

　
飯
塚
さ
ん
の

指
導
で
、「
菜

の
花
ち
ら
し
の

お
弁
当
」「
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
・
ロ
ー
ル
」

「
蓮
根
入
り
肉

団
子
ス
ー
プ
」

に
挑
戦
。

　
さ
す
が
プ
ロ

の
腕
前
、
手
際

よ
く
捲
き
簾
を
あ
や
つ
っ
て
、
近
頃
海
外

で
流
行
の
鮨
の
出
来
上
が
り
。
さ
さ
や
か

に
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
で

乾
杯
し
、
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
自
宅

で
も
試
し
て
み
よ
う
か
な
〜
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
参
加
費
の
残
金
は
、
こ
だ
ま
会
の
名
前

で
震
災
へ
の
募
金
に
し
ま
し
た
。

（
山
本
文
子
）

－31－
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こだま会「山形蔵王スキー」

大
パ
ノ
ラ
マ
に
感
動

●
樹
氷
群
の
自
然
美
に
時
を
忘
れ

●歴史教室（講義）〈第50回〉
テーマ　 頼朝の旗上げに呼応した関東武

士団
と　き　６月13日（月）13時30分～15時30分
ところ　神奈川自治会館（予定）
会　費　無料
講　師　中村猪一郎会員
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　又は045（361）0112（佐藤喜治）

●歴史教室（散策）〈第51回〉
テーマ　 東京・雑司ヶ谷墓地と護国寺を

訪ねる
と　き　９月12日（月）９時
集　合　JR「横浜」駅（予定）９時
会　費　500円（交通費別）
講　師　中村猪一郎会員
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　又は045（361）0112（佐藤喜治）

●俳句教室 月例句会（毎月第２木曜日13時～）
　　　　６月９日　７月７日　
ところ　神奈川自治会館（予定）
指　導　太田土男先生（現代俳句協会）
会　費　500円
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　又は井村友彦0463（81）4493

●薬膳料理
と　き　７月28日（木）11時～15時
ところ　 横浜市健康福祉センター調理実

習室（JR桜木町駅前）
会　費　1800円
内　容　夏を乗り切る薬膳料理
先　生　亀井禎子会員
申込先　山本文子 03（3728）2227
　　　　亀井禎子 045（332）4601

●囲碁同好会（会場を藤沢市内に変更しました）
月例会（毎月第１日曜日） 
場　所　囲碁サロン湘南（JR藤沢駅近く）
　　　　0466（50）5234
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　又は青沼慶祐045（782）7665

　
こ
だ
ま
会
の
「
山
形
蔵
王
ス
キ
ー
」
に

２
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
２
泊
３
日
、

６
人
の
参
加
で
楽
し
ん
で
き
た
。

　

　
お
昼
頃
、
蔵
王
国
際
ホ
テ
ル
に
到
着
。

早
速
着
替
え
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
１
年
ぶ
り
な

の
で
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
入
念
に
準

備
体
操
を
し
て
か
ら
初
級
コ
ー
ス
で
滑
っ

た
。
５
時
頃
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
源
泉
か
け

流
し
の
本
格
温
泉
八
右
衛
門
の
湯
に
、

ゆ
っ
た
り
と
入
り
満
喫
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
良
好

　
２
日
目
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ゲ
レ
ン
デ

コ
ン
デ
シ
ョ
ン
は
良
好
。
体
を
慣
ら
し
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
乗
り
継
ぎ

地
蔵
尊
ま
で
行
っ
た
。
眼
前
に
広
が
る
大

パ
ノ
ラ
マ
に
感
動
し
、
そ
し
て
樹
氷
群
、

風
雪
に
耐
え
て
造
ら
れ
た
数
々
の
自
然
美

に
時
間
を
忘
れ
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
。
下

り
は
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
る
か
、
ザ
ン
ゲ
坂
を

滑
る
か
一
瞬
迷
っ
た
が
、
思
い
き
っ
て

滑
っ
て
下
り
た
。

樹
氷
原
は
マ
イ
・
ゲ
レ
ン
デ

　
こ
の
コ
ー
ス
は
人
が
少
な
く
、
樹
氷
原

コ
ー
ス
を
マ
イ
・
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
思
う

存
分
滑
っ
た
。
参
加
者
は
体
力
と
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
楽
し

ん
だ
。

　
温
泉
に
入
り
夕
食
。
初
日
は
山
懐
膳
、

２
日
目
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
蔵
王
牛
の

す
き
焼
き
膳
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
１
日

の
反
省
。
ス
キ
ー
談
議
に
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
最
終
日
は
昼
過
ぎ
ま
で
滑
り
、

惜
し
み
な
が
ら
ゲ
レ
ン
デ
を
後
に
し
た
。

露
天
風
呂
に
つ
か
り

　
ホ
テ
ル
で
は
露
天
風
呂
に
浸
か
り
、
疲

労
し
た
筋
肉
を
癒
し
た
。
荷
物
を
整
理
し

て
山
形
駅
へ
。
売
店
で
飲
み
物
と
お
つ
ま

み
を
買
い
、
車
内
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

ス
キ
ー
上
達
の
コ
ツ
、
介
護
の
話
な
ど
が

つ
き
な
い
な
か
、
東
京
駅
に
到
着
。
参
加

者
全
員
怪
我
も
な
く
元
気
に
帰
れ
た
こ
と

が
幸
い
。
蔵
王
ス
キ
ー
に
参
加
で
き
た
こ

と
を
感
謝
。
次
回
お
会
い
す
る
こ
と
を

願
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。 

（
菅
野
健
児
）

鎌
倉
山
周
辺
の  

 
  

 

新
緑
を
訪
ね
る

佛
行
寺
の
つ
つ
じ
な
ど
を
堪
能

　
風
薫
る
４
月
25
日
、
こ
だ
ま
会
の
黄
色

い
旗
の
下
、
総
勢
10
人
が
大
船
駅
に
集
ま

り
、青
蓮
寺
↓
鎌
倉
山
↓
夫
婦
池
で
昼
食
、

最
後
に
「
佛
行
寺
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
新
緑
の
な
か
、
八
重
桜
や
フ
ジ
・
山
吹

な
ど
春
の
花
々
を
堪
能
し
な
が
ら
、
目
的

地
佛
行
寺
に
到
着
。

　
そ
こ
は
赤
、
赤
紫
、
橙
色
な
ど
の
つ
つ

じ
が
山
腹
に
パ
ー
ッ
と
広
が
り
、
息
を
の

む
美
し
さ
で
し

た
。
大
震
災
以

来
、
心
の
な
か

に
つ
か
え
て
い

た
塊
が
、
こ
の

日
だ
け
は
、
ほ

ん
の
少
し
小
さ

く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し

た
。

新
緑
の
鎌
倉
山
を
園
児
駆
け 

松
尾
佐
知
子
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一
病
の
や
は
ら
ぐ
小
径
い
ぬ
ふ
ぐ
り

石
崎
　
博
美

内
定
も
卒
業
式
も
波
に
消
え

高
橋
　
和
江

老
犬
の
尾
も
踊
り
た
る
花
の
下中

村
　
佳
子

原
発
の
神
話
吹
き
飛
び
彼
岸
寒横

川
美
代
子

鍬
杖
に
見
え
ぬ
ベ
ク
レ
ル
鳥
雲
に

小
川
　
水
草

倒
壊
の
中
の
産
声
春
の
風

松
尾
佐
知
子

笹
の
葉
に
乗
る
白
魚
や
目
を
閉
じ
ず

白
井
保
次
郎

北
を
指
す
救
援
コ
ン
テ
ナ
春
浅
し

田
中
　
一
男

苔
ま
で
も
手
塩
に
か
け
る
五
葉
松

白
石
　
為
康

停
電
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

鈴
木
志
げ
子

鶯
や
二
声
聞
け
ば
見
た
く
な
る佐

藤
　
安
弘

震
災
も
押
し
流
し
た
し
花
筏

鳥
海

　
敏
雄

紅
木
瓜
や
お
宮
ま
い
り
の
赤
子
泣
く

島
田
多
嘉
子

花
曇
り
鵯
会
議
荒
れ
模
様

井
村

　
友
彦

疵
の
ま
ま
蕾
ふ
く
ら
む
辛
夷
か
な

坂
　
　
　
守

「
群
青
」
は
谷
村
新
司
桜
散
る

三
井

　
光
子

山
の
寺
み
た
ら
い
の
面も

に
花
一
輪

木
村

　
武
子

桜
咲
く
泣
く
こ
と
は
も
う
や
め
ま
し
た

太
田

　
土
男

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

こだま句会吟行

白泉寺の桜 吟行の皆さん（写真撮影：坂守さん）

　
煩
悩
の
し
だ
れ
桜
の
中
に
入
る

太
田

　
土
男

　
百
年
以
上
は
経
つ
老
樹
の
花
枝
は
、

地
面
に
届
き
そ
う
に
枝
垂
れ
て
い
る
。

ぽ
っ
こ
り
と
枝
垂
れ
た
枝
の
な
か
に
囲
ま

れ
る
と
、
花
に
心
は
吸
い
込
ま
れ
そ
う
。

無
心
と
も
な
れ
る
。

　
小
田
急
「
秦
野
」
駅
か
ら
バ
ス
と
徒
歩

組
と
、
足
弱
は
幹
事
心
づ
く
し
の
車
の
二

手
か
ら
、白
泉
寺
め
ざ
し
て
山
道
を
登
る
。

寺
で
は
秦
野
市
内
が
見
渡
せ
、
境
内
は
山

の
寺
ら
し
い
景
。

　
六
地
蔵
馬あ

酔せ

木び

の
花
に
囲
ま
れ
て

木
村

　
武
子

　
花
を
た
っ
ぷ
り
堪
能
の
後
、
舗
装
さ
れ

た
山
道
を
歩
き
、
県
立
戸
川
公
園
を
め
ざ

す
。
水
無
川
上
流
と
い
う
ら
し
い
が
、
水

は
全
く
な
く
、
両
岸
が
「
風
の
吊
り
橋
」

で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
吊
り
橋
に
倚
り
春
嶺
を
望
み
け
り

坂
　
　
守

　
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
橋
を
渡
り
、
さ
ら

に
茶
室
へ
と
降
り
て
い
く
。
途
中
、「
お

き
な
草
」
が
下
を
向
い
た
花
を
つ
け
て
お

り
、
初
め
て
の
人
は
珍
し
が
っ
て
い
た
。

　
南
向
き
の
結
構
な
茶
室
は
休
憩
所
と
集

会
室
で
、
昼
食
後
、
ち
ょ
っ
と
の
間
、
日

向
ぼ
っ
こ
を
楽
し
む
。

　
句
会
は
10
人
参
加
。
各
自
三
句
、
五
句

選
。
途
中
、
お
薄
や
コ
ー
ヒ
ー
も
い
た
だ

け
る
喫
茶
も
あ
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
の
ど
か

な
句
会
だ
っ
た
。

　
４
月
５
日
９
時
30
分
、
秦

野
駅
集
合
。
帰
り
は
戸
川
公

園
か
ら
バ
ス
で
渋
沢
駅
へ
。

15
時
に
散
会
し
た
。

（
木
村
武
子
）

白
泉
寺（
秦
野
）観
桜
に
ゆ
く

◆
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46

分
―
「
東
日
本
大
震
災
」。

ま
さ
に
未
曾
有
の
災
害
が

人
々
を
、
動
物
を
、
家
を
、

工
場
を
、
車
を
…
襲
っ
た
。

放
射
能
汚
染
で
ふ
る
さ
と
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

◆
被
災
地
域
に
お
住
ま
い
の

会
員
６
人
は
、
幸
い
無
事

だ
っ
た
。
今
号
で
は
、
福
島

県
相
馬
市
に
お
住
ま
い
の
蜂

谷
吉
光
さ
ん
か
ら
「
相
馬
レ

ポ
ー
ト
」
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
。

◆
福
島
原
発
は
放
射
性
物
質

を
空
に
、海
に
ま
き
ち
ら
し
、

も
は
や
人
の
手
に
お
え
な
く

な
っ
て
い
る
。
野
菜
も
魚
も

汚
染
さ
れ
、
牛
が
被
災
地
に

放
た
れ
て
い
る
。

◆
風
評
被
害
も
深
刻
。「
安

全
神
話
」
は
も
は
や
な
い
。

正
確
で
科
学
的
な
情
報
開
示

を
東
電
と
政
府
に
求
め
た

い
。 

〈
鳥
海
〉




